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本日は、お忙しいところ、当社の電話会議説明会に

ご参加いただきまして、ありがとうございます。

ただ今から、2015年3月期 第3四半期決算について、

当社のホームページに掲載しております

プレゼンテーション資料に沿って、簡単にご説明させていただきます。
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資料の3ページをご覧下さい。

2015年3月期 第3四半期は、前年同期と比較して増収、

経常利益は減益、四半期純利益は増益の決算となりました。

連結売上高は、ガス販売量が減少したものの、

LNG価格の上昇に伴い、ガス販売価格が上昇したことなどにより、

前期と比べて2.0％、209億円増収の10,553億円となりました。

連結経常利益は、ガス事業において、減価償却費や諸経費が

増加したことなどから、前期と比べて10.8％、70億円減益の581億円となりました。

連結四半期純利益は、当期に大阪府都市開発株式会社の株式を売却し、

投資有価証券売却益を計上したことや、前期に米国上流事業で減損損失を計上したことなどから、

前期と比べて230.7％、331億円増益の475億円となりました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は、ほぼ前期並みの、12億6,900万m3となりました。

商・公・医療用は、夏場の気温が低く推移し、冷房需要が減少したことなどにより、

前期を5.6％下回る、10億4,100万m3となりました。

工業用は、お客さま先の設備の稼働が減少したことや、

関係会社が行う一部のＩＰＰ事業での契約満了を受けて、

大口ガス供給から自家使用にカウント方法を変更した影響などにより、

前期を3.4％下回る、30億8,500万m3となりました。

なお、通期の業績見通しにつきましては、10月に公表しました予想値を据え置きといたします。
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資料の4ページに、ただ今ご説明しました

ガス販売実績をまとめています。

連結ガス販売量は、

前期を2.8％下回る、57億5,500万m3となりました。

工業用分野では、引き続きお客さまの動向を注視しつつ、

コージェネレーションの普及拡大や、燃料転換などによる

需要開発を進めていきます。
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資料の5ページに、決算数値をまとめていますので、ご確認下さい。

第3四半期の実績については、

円安の進行により、ガス事業でスライド差損が拡大し、

想定を若干下回る利益水準で進捗しています。

今年1月からの小口ガス料金改定による減益影響などもありますが、

足元までの原油安傾向を踏まえると、

第4四半期にはスライド差益が見込まれ、

これらの減益影響を相殺できるとみられることなどから、

冒頭で触れました通り、通期の業績見通しにつきましては、

10月に公表した予想値を据え置きといたします。
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資料の6ページには、資産・負債項目などの実績をまとめています。

設備投資は、国内での発電所建設投資や、

上流事業投資、LNG船の建造などを中心に進めましたが、
前期に三重・滋賀ライン、姫路・岡山ラインが開通したことなどから

前期を47億円下回る826億円となりました。

7ページ以降には、さらに詳細な決算の差異分析資料、
セグメント別情報、投資の進捗状況、通期の見通しなどの資料を

付けておりますので、後ほどご覧下さい。

以上で、2015年3月期第3四半期決算についてのご説明を終わらせていただきます。

なお、本年4月1日付で、現・社長の尾崎裕が代表取締役会長に就任し、
現・副社長の本荘武宏が代表取締役社長に就任することを昨日発表致しました。

就任に際し、本荘は「尾崎が策定した長期経営ビジョン「Field of  Dreams 2020」、
中期経営計画「Catalyze Our Dreams」をしっかりとやり遂げ、大阪ガスグループが
グローバルな総合エネルギー企業として発展することを目指す」と決意を述べています。

今後とも皆さまのご理解・ご支援を賜れればと存じます。

どうぞよろしくお願いいたします。
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